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はしがき

本研究成果報告書は，平成 12年度"-'14年度科学研究費補助金(基盤研

究 (C) (2)) の援助を受けて実施された f精密重カ測定によるプレート沈

み込み帯の重力変化の検出Jの成果をまとめたものである.

東海地域から紀伊半島，四国地方にかけては，フィリピン海プレートが

ユーラシアプレート下に沈み込んでおり，海溝型巨大地震が繰り返し発生

している.四国地方においては，室戸岬を中心にして， 1 9 4 6年の南海

地震の際に 1m以上の土地の隆起を生じたが，それ以降，フィリピン海プ

レートの沈み込みに伴う土地の沈降が進行している.

本研究の目的は，このようなプレート沈み込み帯における絶対重力変化

を検出し，プレート沈み込みのメカニズムを明らかにすることであった.

これまで実施してきた重力測定は，相対重力計であるラコスト重力計を用

いてきた.相対重力計による測定においては，測定地域の近傍に重力基準

点を設ける必要があり，基準点の重力値が不変であったかどうかの問題が

常に存在することになる.また，前回の測定以降に重力計のスケールブア

クターが変化しなかったかどうかの問題もあった.本研究においては，最

新の高精度絶対重力計である FG-5を用いることにより，これらの問題

を完全にクリアすることできた.

本研究においては，四国東南部において最も沈降速度の大きい室戸岬に

ある東京大学地震研究所・室戸地殻変動観測所の坑内に，重力基準点を設

置し，絶対重力測定を実施した.

本報告書は，本研究期間中に実施し，学術雑誌等に公表した研究成果を

1冊にまとめたものである.おわりにのぞみ，この研究に科学研究費補助

金を交付された日本学術振興会にお礼を申し上げるとともに，この研究を

すすめるに際して，直接あるいは間接にお世話になった各位にお礼を申し

上げる.

平成 15年 3月

研究代表者東敏博
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